
一般会計予算は2,670億3,300万円

■絞り込んだ各候補地に対する今後の要望・留意点
「まちとの回遊性」や「鹿児島らしさ」に加え、利用者にとって利便性・快適性の高いスタジアムにするため、次の要望を付すものとする。また、各候補地での検討
を進めるに当たっては、地権者の意向を踏まえた上で、取り組みを進めていただきたい。※下記のほか、いずれも海岸立地であるため、錦江湾を活かす整備を検討すること。

■サッカー等スタジアムの６か所の候補地に係る調査結果等の整理
「サッカー等スタジアム立地に係る調査」の結果によると、各候補地の利点・課題等は、以下のとおりである。（網掛けの3か所については候補地から除外）

ドルフィンポート
①天文館等の中心市街地との回遊性が高まる
動線や周辺整備を検討すること。

②県のグランドデザインとの整合を図り、相乗効果
を生み出す工夫をすること。
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●子 育 て 支 援 策 の 更 な る 拡 充
●社会福祉の充実した街づくり
●救命救急体制の整った街づくり
●犯 罪 の 無 い 安 全 な 街 づ く り
●活力と優しさに満ちた街づくり
●豊かな心と健全な身体を育くむ教育

平
成
三
十
一
年
第
一
回
定
例
会
が
、
二
月
十
二
日
か
ら

三
月
二
十
日
ま
で
の
三
十
七
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、

平
成
三
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
案
を
始
め
と
す
る
議
案

１
０
０
件
を
各
面
か
ら
審
査
し
議
決
し
ま
し
た
の
で
、

川
越
桂
路
が
そ
の
概
要
に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

過
去
最
高
額
を
更
新
す

る
積
極
予
算
と
な
り
ま

し
た
。

以
下
、
一
般
会
計
予

算
に
お
け
る
主
な
事
業

及
び
そ
の
予
算
額
（
百

万
単
位
表
記
）
等
に
つ

い
て
、
そ
の
概
要
を
ご

説
明
致
し
ま
す
。

（
全
体
予
算
の
中
の
一
部

事
業
の
紹
介
で
す
）

安
心
安
全

●
火
山
防
災
ト
ッ
プ
シ
テ
ィ

関
連
事
業

（
３
千
７
百
万
円
）

火
山
防
災
ト
ッ
プ
シ

テ
ィ
の
推
進
を
図
る
た
め
、

島
外
避
難
や
大
量
軽
石
火

山
灰
対
応
計
画
の
拡
充

に
よ
る
地
域
防
災
計
画

の
修
正
、
桜
島
島
内
の
避

難
施
設
へ
の
誘
導
看
板
等

の
設
置
を
行
う
ほ
か
、
火

山
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

委
員
や
火
山
防
災
ト
ッ
プ

シ
テ
ィ
支
援
員
を
新
た

に
設
置
す
る
と
と
も
に
、

防
災
教
育
や
国
際
貢
献

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
避
難
行
動理解

促
進
事
業

（
８
百
万
円
）

災
害
リ
ス
ク
や
市
民

の
と
る
べ
き
避
難
行
動

の
理
解
促
進
等
を
図
る

た
め
、
指
定
緊
急
避
難

場
所
な
ど
を
周
知
す
る

た
め
の
防
災
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
や
液
状
化
マ
ッ

プ
を
作
成
し
ま
す
。

●
ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
用
事
業

（
１
億
1
千
８
百
万
円
）

救
命
率
の
向
上
、
後

遺
障
害
の
軽
減
な
ど
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
救

急
医
療
の
確
保
を
図
る

た
め
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー

を
８
時
３
０
分
か
ら
１

７
時
１
５
分
ま
で
３
６

５
日
行
う
と
と
も
に
、

引
き
続
き
２
４
時
間
の

本
格
運
用
の
実
現
に
向

け
て
医
師
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

子
育
て
支
援

●
幼
児
教
育
無
償
化
事
業

（
４
億
５
千
百
万
円
）

国
が
決
定
し
た
幼
児

教
育
の
無
償
化
に
伴
い
、

保
育
施
設
（
保
育
サ
ー

ビ
ス
）
を
利
用
す
る
子

育
て
世
代
の
負
担
軽
減

を
図
り
ま
す
。

●
安
全
な
保
育
環
境

充
実
事
業

（
３
千
４
百
万
円
）

保
育
士
経
験
者
等
に

よ
る
巡
回
指
導
等
を
実

施
し
、
認
可
外
保
育
施

設
・
保
育
所
等
に
お
い

て
児
童
が
安
全
に
保
育

を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

●
病
児・病
後
児
保
育
事
業

（
１
億
５
千
９
百
万
円
）

児
童
が
病
気
の
回
復

期
に
あ
り
、
か
つ
集
団

保
育
等
が
困
難
で
あ
る

期
間
に
お
い
て
、
一
時
的

に
施
設
で
そ
の
児
童
の

保
育
を
行
い
、
保
護
者

の
子
育
て
と
就
労
等
と

の
両
立
を
支
援
し
ま
す
。

今
年
度
の
実
施
医
療
機

関
は
９
か
所
。
詳
細
は

保
育
幼
稚
園
課
ま
で
。

☎
２
１
６‒

１
２
５
８

●
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業

（
１
１
億
９
千
万
円
）

昼
間
保
護
者
の
い
な

い
小
学
生
に
対
し
、
適
切

な
遊
び
と
生
活
の
場
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
更

な
る
施
設
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。
今
年
度
は

児
童
ク
ラ
ブ
を
１
０
箇

所
増
設
し
、
児
童
ク
ラ

ブ
数
は
現
在
の
１
５
３

箇
所
か
ら
１
６
３
箇
所

に
拡
充
さ
れ
ま
す
。

●
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

（
１
４
億
５
千
百
万
円
）

中
学
３
年
生
ま
で
の
保

険
診
療
に
よ
る
医
療
費

の
一
部
を
、
子
供
の
保
護

者
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

３
歳
未
満
は
保
険
診

療
に
よ
る
一
部
負
担
金

の
額
を
助
成
。
３
歳
〜

中
学
３
年
生
ま
で
は
、

保
険
診
療
に
よ
る
一
部

負
担
金
の
額
（
２
箇
所

以
上
の
医
療
機
関
等
で

診
療
等
を
受
け
た
場
合

は
そ
の
月
の
合
計
額
）

か
ら
１
ヶ
月
に
つ
き
２
千

円
を
差
し
引
い
た
額
を

助
成
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
に
所

得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
妊
婦
健
康
診
査・

健
康
相
談
事
業

（
５
億
３
千
４
百
万
円
）

妊
産
婦
や
そ
の
配
偶

者
へ
の
妊
娠
・
出
産
・

育
児
に
対
す
る
保
健
指

導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

妊
娠
・
出
産
の
安
全
性
の

確
保
及
び
健
康
診
査
に

か
か
る
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
妊

婦
健
康
診
査
を
公
費
負

担
で
実
施
し
ま
す
。

公
費
負
担
回
数
は
１

４
回
で
す
。
里
帰
り
出

産
等
に
よ
り
鹿
児
島
県

外
（
国
内
）
の
医
療
機

関
で
妊
婦
健
診
を
受
診

し
た
場
合
で
も
助
成
対

象
と
な
り
ま
す
が
、
そ

の
際
は
健
診
費
用
を
一

旦
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
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一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
約
２
千
６
百
７
十

億
３
千
３
百
万
円
と
、
前

年
度
比
６
・
４
％
増
で

安心安全対策や子育て支援など過去最高額を更新する積極予算
幼
児
教
育
無
償
化
や
こ
ど
も
医
療
費
助
成
な
ど
開
始

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
2
4
時
間
完
全
運
用
ま
で
あ
と
一
歩

後
日
払
い
戻
し
の
申
請

を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
詳
細

は
母
子
健
康
課
ま
で
。

☎
２
１
６‒

１
４
８
５

●
児
童
相
談
所

設
置
検
討
事
業

（
８
百
万
円
）

児
童
虐
待
対
策
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
子

育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
相
談
し
や
す
い
体
制

の
更
な
る
拡
充
を
図
る

た
め
、
児
童
相
談
所
の

設
置
に
つ
い
て
基
本
構

想
及
び
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

●
麻
し
ん・風
し
ん

予
防
接
種
事
業

（
３
千
３
百
万
円
）

「
麻
し
ん
・
風
し
ん
」
の

発
生
及
び
ま
ん
延
を
予
防

す
る
た
め
、
予
防
接
種

歴
の
な
い
未
成
年
者
を

対
象
に
、
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
で

の
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付商品

券
事
業

（
１
０
億
９
千
百
万
円
）

消
費
税
率
の
引
上
げ

が
子
育
て
世
帯
等
の
消

費
に
与
え
る
影
響
を
緩

和
す
る
と
と
も
に
、
地

域
に
お
け
る
消
費
を
喚

起
す
る
た
め
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
を
販
売

し
ま
す
。
対
象
は
、
平

成
２
８
年
４
月
２
日
か
ら

今
年
９
月
３
０
日
ま
で
の

間
に
生
ま
れ
た
子
供
の

い
る
家
庭
の
世
帯
主
と
、

住
民
税
の
非
課
税
者
。

運用中のドクターカー

市
政
に
対
す
る
質
問
や
相
談
な
ど

お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

鹿
児
島
市
政
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
質
問
や
相
談

を
受
付
け
て
お
り
ま
す
。
安
全
・
教
育
・
子
育
て
・
福
祉
な

ど
、
ど
の
よ
う
な
事
で
も
結
構
で
す
の
で
、
左
記
T
E
L
・

F
A
X
・
メ
ー
ル
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
議
会
議
員

川
越
け
い
じ

T
E
L
・
2
1
6-

1
4
3
6
/
F
A
X
・
2
2
7-

7
9
5
5

E-m
ail:info@

kaw
agoe-keiji.jp

ゴ
ミ
の「
ま
ご
こ
ろ
収
集
」始
ま
る

対
象
者
は
？

次
の
い
ず
れ
か
の
条

件
に
該
当
し
、
か
つ
、

介
護
保
険
法
ま
た
は

障
害
者
総
合
支
援
法
に

基
づ
く
居
宅
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
一
人

暮
ら
し
の
方
で
、
自
ら

ゴ
ミ
等
を
排
出
す
る
こ

と
が
困
難
で
、
他
に
協

力
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
方

が
対
象
者
で
す
。

●
要
介
護
１
以
上
の

一
人
暮
ら
し
の
方

●
身
体
障
害
１
級
ま
た

は
１
級
の
一
人
暮
ら

し
の
方

●
知
的
障
害
Ａ
判
定
の

一
人
暮
ら
し
の
方

●
精
神
障
害
１
級
の

一
人
暮
ら
し
の
方

前
記
４
つ
の
い
ず
れ

か
の
条
件
に
該
当
す
る

方
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
が
対
象
者
と
な
り

ま
す
。
ご
家
族
や
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
な

ど
に
も
ご
相
談
さ
れ
る

な
ど
し
て
、
先
ず
は
、

対
象
に
な
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

清
掃
事
務
所

☎
２
３
８‒

０
２
０
１

南
部
清
掃
工
場

☎
２
６
１‒

５
５
８
８

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
や
資
源
物
を
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
や
障
害
者
を
お
持
ち
の
方
々
な
ど
を
対
象
に
、

今
年
度
か
ら
、
ゴ
ミ
の
戸
別
収
集
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
ま
す
。

申し込みから収集開始までの流れ
①お問い合わせ

②申し込み

③書類審査

④現地調査

⑤決 定

⑥収集開始

対象になるかどうかなど、まずはお気軽に
お問い合わせください。

お問い合わせいただいた方に、申請書を
送付します。

該当要件の確認を行います。

日時を調整の上、担当職員がお伺いして、
排出場所などの確認をします。

現地調査などで問題がない場合は実施
を決定し、決定通知書をお届けします。

決定通知に記載されている日から、収集
が始まります。

とっても
助かるわ!

⇄

 「まごころ収集」のイメージ

◎利点
・法令等による制限が少ない。
・「かんまちあ」と連携できる可能性がある。（アプ
ローチの検討が必要）

◎課題
・ＪＲ、ＪＲ貨物の線路がかかるため、地権者との
協議・対応が必要となる。
・ゴルフ練習場の移転等に係る関係者への
対応が必要となる。
・敷地の規模や線路がかかることから複合用途
の可能性に難点がある。

◎利点
・スタジアムに十分な広さが確保できる。
・周囲に一定の空間があるため、滞留スペース
の確保が可能である。
・「かんまちあ」と連携できる可能性がある。（ア
プローチの検討が必要）
・敷地の特性に合った複合用途を考えることができる。
◎課題
・法令等の制限がかかっている。（対応の余地あり。）
・バス車庫、森林管理署等の移転等に係る
地権者対応が必要となる。

◎利点
・法令等による制限が少ない。
・鹿児島駅に至近であり、特にアクセスが良い。
◎課題
・「かんまちあ(H28.10供用開始)」を廃止する
必要がある。
・一部に線路がかかるほか、ＪＲ貨物のターミ
ナルの移転が必要である。
・周囲に滞留スペースを確保することが困難
である。

◎利点
・法令等による制限が少ない。
・鹿児島中央駅に至近であり、特にアクセスが良い。
・駅周辺の商業施設等との連携が期待できる。
◎課題
・周囲が民間施設に囲まれて、騒音等の周辺
環境への対策が必要となる。
・周辺道路が狭隘であり、また滞留スペース
の確保も困難である。
・県の新たな総合体育館の具体的な構想が
策定予定である。

◎利点
・敷地は十分な広さがあり、2020年以降、移転
すべき施設がない。
・周囲に一定の空間があるため、滞留スペース
の確保が可能である。
・敷地の特性に合った複合用途を考えることができる。
・天文館等の中心市街地との回遊性が期待できる。
◎課題
・法令等の制限がかかっている。（対応の余地あり。）
・鹿児島県の本港区エリアのグランドデザイン
との調整が必要である。

◎利点
・現状として移転が必要な施設等がない。
・天文館等の中心市街地との回遊性が期待できる。
・ドルフィンポートエリアと連携できる可能性がある。
◎課題
・法令等の制限がかかっている。（対応の余地あり。）
・敷地が狭隘であり、埋立て等の検討も必要
となる。（可能な整備手法あり）
・滞留スペースの確保が困難である。（対応の余地あり。）
・鹿児島県の本港区エリアのグランドデザイン
との調整が必要である。

浜町バス車庫
①鹿児島駅からのアプローチの円滑化（動線や
幹線道路の横断等）及び天文館等の中心市街
地との回遊性について検討すること。

②「かんまちあ」や鹿児島港本港区内の他施設との
連携を図り、相乗効果を生み出す工夫をすること。

浜町ゴルフ練習場

ドルフィンポート

浜町バス車庫

住吉町15番街区

かんまちあ

鹿児島中央駅西口

※なお、「アクセス」に関しては、各候補地ともに最寄りの駅・電停から徒歩圏内であり、天文館などの中心市街地との連携も十分可能である。

住吉町１５番街区
①天文館等の中心市街地との回遊性が高まる
動線や周辺整備を検討すること。

②敷地が狭隘なため、アプローチ動線や駐車場に
ついて、鹿児島港本港区内の他施設との連携
策を検討すること。

一般会計予算は2,670億3,300万円

令和元年（2019年） 第23号（1） 令和元年（2019年） 第23号（4）



令和元年（2019年） 第23号（3） 第23号（2） 令和元年（2019年）

加
治
屋
町
の
市
立

病
院
跡
地
に
関
し
て

は
、
明
治
維
新
１
５
０

年
に
合
わ
せ
た
大
河

ド
ラ
マ
「
せ
ご
ど
ん
」
の

大
河
ド
ラ
マ
館
の
用
地

と
し
て
使
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
現
在
「
加

治
屋
ま
ち
の
杜
公
園

（
仮
称
）
」
と
し
て
整
備

が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

市
立
病
院
跡
地
は
、
鹿

児
島
の
陸
の
玄
関
口
で

あ
る
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央

駅
か
ら
直
線
距
離
で
約

１
ｋ
ｍ
、
繁
華
街
の
天

文
館
ま
で
約
５
０
０
ｍ

と
い
う
徒
歩
圏
内
で
、

本
市
の
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
事
業
区

域
内
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
主
要
幹
線

道
路
に
接
し
て
お
り
、

近
く
に
電
停
・
バ
ス
停
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
の

利
便
性
が
非
常
に
高
い

場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

周
辺
に
は
西
郷
隆
盛

誕
生
地
や
維
新
ふ
る

さ
と
館
な
ど
の
観
光
地

に
加
え
、
甲
突
川
や
甲

突
川
左
岸
・
右
岸
緑
地

な
ど
が
あ
り
、
北
側
の

市
立
病
院
駐
車
場
跡
地

に
は
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
の
建
設

も
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
地
域
住
民
は

も
と
よ
り
数
多
く
人
々

の
来
園
が
期
待
さ
れ
る

場
所
で
す
。

公
園
に
は
様
々
な
エ

リ
ア
を
設
け
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
子
供
た

ち
が
安
心
し
て
楽
し
く

遊
べ
る
空
間
と
し
て

「
み
ん
な
の
原
っ
ぱ
」
や

日
頃
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
お
よ
び
災
害

時
の
避
難
場
所
と
し
て

利
用
で
き
る
空
間
と

し
て
の
「
交
流
広
場
」

ま
た
、
公
募
設
置
管
理

鹿
児
島
市
で
は
、
姉
妹

友
好
都
市
と
の
間
で
培
っ

て
き
た
交
流
を
基
盤
と
し

な
が
ら
地
理
的
・
歴
史
的

に
も
つ
な
が
り
が
深
く
、

近
年
著
し
い
成
長
を
遂
げ

て
い
る
ア
ジ
ア
諸
国
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
国
々

の
都
市
と
の
間
で
、
経
済

面
・
文
化
面
を
含
め
た
多

彩
な
交
流
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
は
、
南
に
開
か

れ
て
い
る
地
理
的
優
位

性
や
外
国
と
の
交
流
の

制
度
（
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
–
Ｐ

Ｆ
Ｉ
）
を
活
用
し
、
飲

門
戸
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
歴

史
を
有
し
て
い
る
う
え
、

寄
附
者
で
あ
る
稲
盛
和

夫
氏
か
ら
は
「
海
外
に

向
け
て
開
か
れ
た
鹿
児

島
、
そ
し
て
海
外
に
雄
飛

す
る
鹿
児
島
づ
く
り
を

さ
ら
に
推
し
進
め
て
ほ

し
い
」
と
の
意
向
が
示
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を

踏
ま
え
、
鹿
児
島
の
国

際
交
流
の
さ
ら
な
る
推

進
に
向
け
、
国
際
社
会

に
貢
献
す
る
人
材
の
育

成
や
国
際
相
互
理
解
の

促
進
の
た
め
の
拠
点
施

「
加
治
屋
ま
ち
の
杜
公
園（
仮
称
）」整
備
進
む

千
日
町
1
・
4
番
街
区
の
再
開
発

4
階
・
5
階
に「
ま
ち
な
か
図
書
館（
仮
称
）」

サ
ッ
カ
ー
等
ス
タ
ジ
ア
ム
新
設
へ

隣
接
地
に「
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
」も
建
設
中

中
央
町
1
9
・
2
0
番
街
区
と
交
通
局
跡
地

変
わ
る
鹿
児
島
市
の
中
心
市
街
地

変
わ
る
鹿
児
島
市
の
中
心
市
街
地

加治屋まちの杜公園（仮称）パース図

↑千日町1・4番街区完成予想図 ↓図書館4ゾーン予想図

国際交流センター完成予想図

中央町19・20番街完成予想図

◎交流広場
芝生面積は、中央公園と同
規模の3,000㎡を確保する。

◎民間活用エリア
民間事業者が提案に基づ
き、飲食・物販等の収益施設
と駐車場、外構を整備する。

整備概要

◎花のプロムナード
電車通りからの見え方に配慮し、
縦断的に花壇を配置する。

◎ふれあいの庭
車いすで近づけて植え付け等ができ
る花壇とし、五感を通じて憩いや安ら
ぎを感じられる植栽や仕掛けを作る。

国際交流
センター
（仮称）

花のプロムナード

交流広場
緑の
プロムナード

創作広場

甲突川左岸緑地

ふれあいの庭 民間活用エリア

風の丘
（友好の森）

育
み
の
並
木

すくすく
広場

みんなの
原っぱ

千
日
町
１
・
４
番
街

区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

千
日
町
１
・
４
街
区
市

街
地
再
開
発
組
合
が

地
上
１
５
階
、
高
さ

６
４
ｍ
、
延
べ
面
積

３
６
、
６
９
３
㎡
の

複
合
ビ
ル
を
新
設
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

１
〜
４
階
に
商
業
施
設
、

５
〜
６
階
に
業
務
・

サ
ー
ビ
ス
施
設
、
７
〜

１
４
階
に
ホ
テ
ル
、
１
５

階
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や

展
望
ス
ペ
ー
ス
を
配
置

す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
１
〜
２
階
の
吹

き
抜
け
に
設
け
ら
れ
る

広
場
に
は
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
や
電
子
掲
示
板
が
整

備
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
４
〜
５
階
に
は

鹿
児
島
市
が
設
置
す
る

「
ま
ち
な
か
図
書
館
（
仮

称
）
」
が
開
館
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
関
係
の
地
区

に
お
い
て
既
存
建
物
の

解
体
が
進
ん
で
お
り
、

再
来
年
に
竣
工
す
る

予
定
で
す
。

平
成
３
０
年
度
の

サ
ッ
カ
ー
等
ス
タ
ジ
ア
ム

整
備
検
討
協
議
会
は
、

鹿
児
島
市
が
実
施
し
た

「
サ
ッ
カ
ー
等
ス
タ
ジ

ア
ム
立
地
に
係
る
調
査
」

の
結
果
等
を
参
考
に
、

都
心
部
に
お
け
る
サ
ッ

カ
ー
等
ス
タ
ジ
ア
ム
の

望
ま
し
い
立
地
に
つ
い

て
、
各
面
か
ら
協
議
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
鹿

児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ

Ｃ
が
Ｊ
２
に
昇
格
し
、

地
元
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
が
地
域
に
も
た

ら
す
可
能
性
に
つ
い
て

期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
プ
ロ
を
頂
点

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
文
化

が
鹿
児
島
に
根
付
い
て

い
く
こ
と
で
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
夢
を

与
え
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
達
の
育
成
に
も

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
拠
点
施
設
と
な
る

ス
タ
ジ
ア
ム
の
整
備
の

必
要
性
・
意
義
に
つ
い

て
、
認
識
を
新
た
に
そ

の
用
地
が
検
討
・
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
ス
タ
ジ
ア
ム

の
立
地
に
関
し
て
は
、

前
述
の
調
査
結
果
や
昨

年
１
月
に
協
議
会
で
と

り
ま
と
め
た
提
言
で
の

基
本
的
な
考
え
方
等
を

踏
ま
え
た
場
合
、
ス
タ

ジ
ア
ム
が
も
た
ら
す
集

げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
蔵
書
に
つ
い
て

は
、
幅
広
い
世
代
が

気
軽
に
読
め
る
本
を

中
心
と
し
た
構
成
と

し
、
周
辺
書
店
な
ど

の
事
業
者
と
連
携
し
た

取
り
組
み
や
、
テ
ー
マ

性
の
あ
る
本
の
配
架
、

電
子
書
籍
等
の
導
入
に

関
す
る
検
討
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

さ
ら
に
空
間
を
４
つ

の
ゾ
ー
ン
（
に
ぎ
わ
い

活
動
ゾ
ー
ン
、
市
民

交
流
・
閲
覧
ゾ
ー
ン
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ゾ
ー
ン
、

学
習
・
閲
覧
ゾ
ー
ン
）

に
分
け
そ
れ
を
緩
や
か

に
つ
な
い
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
に
応
じ
て
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い

居
心
地
の
い
い
空
間

を
創
出
し
ま
す
。
ま

た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や

外
国
語
表
記
な
ど
、
利

用
者
に
や
さ
し
い
空
間

づ
く
り
の
検
討
を
行
う

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
、
カ
フ
ェ
と

子
ど
も
の
遊
び
場
（
い

ず
れ
も
民
間
が
運
営
）

を
併
設
し
、
利
用
者
の

利
便
性
や
子
育
て
世
代

に
も
配
慮
し
た
図
書
館

と
な
り
ま
す
。

今
後
、
基
本
計
画
を
策

定
す
る
際
に
改
め
て
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

か
け
て
市
民
の
皆
様
の

ご
意
見
を
い
た
だ
く
機

会
も
あ
り
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

客
性
や
収
益
性
を
最
大

限
に
活
用
す
る
た
め
に

は
、
天
文
館
な
ど
中
心

市
街
地
と
の
回
遊
性

が
高
い
こ
と
は
重
要
な

点
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ

り
、
ま
ち
の
新
た
な
賑

わ
い
や
、
県
内
外
か
ら

の
交
流
人
口
の
拡
大
に

よ
る
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
り
、
鹿
児
島
の

将
来
の
発
展
に
資
す
る

こ
と
に
な
る
こ
と
か

ら
、
６
つ
の
候
補
地
の

う
ち
３
つ
の
候
補
地
が

望
ま
し
い
と
い
う
結
論

に
至
っ
た
と
い
う
経
過

で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
県
は
ド
ル
フ
ィ

ン
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は

県
が
独
自
で
開
発
す

る
と
の
考
え
を
示
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
県
と

市
は
立
地
に
つ
い
て
意

見
が
一
致
し
て
い
な
い

状
況
で
す
。
今
後
、

先
ず
は
立
地
を
確
定
さ

せ
、
鹿
児
島
県
を
始
め

民
間
を
含
む
「
オ
ー
ル

鹿
児
島
」
と
し
て
、
建

設
や
運
営
に
関
わ
る

費
用
負
担
の
割
合
な
ど

を
合
意
し
た
う
え
で

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、

そ
の
実
現
は
難
し
い
も

の
と
な
り
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
形
が
良
い
の
か
、

市
民
の
皆
様
の
ご
意

見
も
伺
う
中
で
引
き

続
き
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

にぎわい活動ゾーン 学習・閲覧ゾーンファミリーゾーン市民交流・閲覧ゾーン

※ただし、上記候補地の絞り込みに当たっては、いずれも地権者の意向を
確認したものではないため、地権者との協議が整わない場合は、あらためて
他の候補地を検討すること。

1.本市の将来の発展、経済波及効果の観点から「まちとの
回遊性」「集客性」が期待できる。

2.「鹿児島らしさ」（桜島・錦江湾）を感じられる立地であること。

3.既存の都市機能（進行中の計画を含む。）に重大な影響を
与えずにスタジアム整備が可能な立地であること。

サッカー等スタジアム候補地の絞り込みについて

上記のことなどから、
候補地の絞り込みとしては、次の３か所が望ましいとの結論に達した。

サッカー等スタジアム整備検討協議会で多角的な視点から検討を行ってきた結
果、浜町ゴルフ練習場・浜町バス車庫・かんまちあ・住吉町15番街区・ドルフィン
ポート・鹿児島中央駅西口、いずれの候補地ともアクセス面では利便性は高く、
一方で課題もそれぞれにあるが、本協議会としては、先に提出した提言の趣旨等
を踏まえ、以下のように候補地の絞り込みを行った。

◎浜町ゴルフ練習場・かんまちあ
重要な人流・物流の幹線であるＪＲ等の線路がかかるなど、各面で制約を
受けること。

◎鹿児島中央駅西口
既存の都市機能への影響が大きいことや、「鹿児島らしさ」が感じられる立地
ではないこと。

浜町バス車庫・ドルフィンポート・住吉町15番街区

←4面に続く

食
店
等
の
整
備
運
営

を
行
う
民
間
活
用
エ
リ

ア
な
ど
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
公
園
の
供
用
開

始
は
来
年
１
０
月
頃
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

市
立
病
院
駐
車
場
跡

地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
京

セ
ラ
の
稲
盛
名
誉
会
長

か
ら
頂
い
た
寄
付
金
（
県

と
鹿
児
島
市
に
そ
れ
ぞ

れ
１
０
億
円
、
合
計
２

０
億
円
）
を
原
資
と
し

て
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

建
設
協
議
会
（
県
と
鹿

児
島
市
が
参
加
）
に
よ
っ

て
そ
の
建
設
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
以
下
、

建
設
に
至
る
背
景
な
ど

を
ご
説
明
致
し
ま
す
。

も
り

設
と
し
て
、
外
国
人
留
学

生
・
研
究
者
等
を
受
け

入
れ
る
宿
泊
機
能
と
県

民
・
市
民
と
在
住
外
国

人
が
ふ
れ
あ
え
る
国
際

交
流
機
能
を
有
す
る
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
を
整
備
す
る
こ
と
に

な
り
、
現
在
そ
の
建
設

が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
１

階
に
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
や
約

２
０
０
名
収
容
の
多
目
的

ホ
ー
ル
な
ど
を
設
置
し
、

２
階
の
一
部
に
屋
上
テ
ラ

ス
、
３
階
か
ら
８
階
が
宿

泊
施
設
と
な
り
ま
す
。
宿

泊
施
設
に
つ
い
て
は
県
、

交
流
施
設
に
つ
い
て
は
鹿

児
島
市
が
そ
れ
ぞ
れ
管
理

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
来
年
４
月
の
供
用
開

始
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

「
ま
ち
な
か
図
書
館
（
仮

称
）
」
に
つ
い
て
、
市
民

意
見
を
踏
ま
え
る
な

か
で
、
図
書
館
の
基
本
的

な
考
え
方
等
を
と
り
ま

と
め
た
基
本
構
想
が
で

き
あ
が
っ
て
お
り
ま
す
。

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
み
ん
な
を
つ
な
ぐ
図
書

館
」
と
し
、
そ
の
基
本

方
針
は
「
誰
も
が
利
用

し
や
す
い
居
心
地
の
い

い
図
書
館
」
と
「
市
民

の
活
動
と
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
を
支
援
す
る
図

書
館
」
と
な
っ
て
お
り
、

特
徴
的
な
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
「
市
民
交
流
の
促

進
／
学
び
と
創
造
活
動

の
拠
点
づ
く
り
」
が
掲

鹿
児
島
中
央
駅
東
口
、

ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
前
の
中

央
町
１
９
・
２
０
番
街

区
再
開
発
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
建
設

に
着
手
し
て
お
り
、
令

和
２
年
夏
に
商
業
・
業

務
施
設
が
先
行
オ
ー
プ

ン
、
同
年
秋
に
フ
ル

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。
ア
ミ
ュ
プ

ラ
ザ
の
観
覧
車
よ
り
高

い
高
層
ビ
ル
と
な
り
、

地
下
１
階
、
地
上
２
４

階
建
て
で
、
商
業
施
設

な
ど
が
入
る
ほ
か
、
８
階

以
上
は
マ
ン
シ
ョ
ン
に

な
る
計
画
で
す
。
歩
行

者
の
利
便
性
や
回
遊
性

の
向
上
の
た
め
設
置
さ

れ
る
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
は
、
ア
ミ
ュ
プ

ラ
ザ
鹿
児
島
プ
レ
ミ
ア

ム
館
２
階
か
ら
、
再
開

発
ビ
ル
内
２
階
通
路
を

経
由
し
、南
国
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
前
の
歩
道
ま
で
を

接
続
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
高
麗
町
の
交

通
局
跡
地
に
つ
き
ま
し

て
は
、
提
案
公
募
に
よ

り
、
南
国
殖
産
（
株
）
を

代
表
と
す
る
グ
ル
ー
プ

が
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
病

院
・
商
業
・
オ
フ
ィ
ス
・

マ
ン
シ
ョ
ン
・
外
資
系

ホ
テ
ル
な
ど
を
複
合
開
発

す
る
「
キ
・
ラ
・
メ
・
キ

テ
ラ
ス
」
と
呼
ば
れ
る

施
設
を
開
発
し
て
い
ま

す
。
商
業
に
は
地
元
経

済
連
グ
ル
ー
プ
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
は

じ
め
と
し
た
物
販
・
飲

食
を
、
上
層
部
に
は
会

議
室
を
併
設
し
た
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
や
大
学
の

サ
テ
ラ
イ
ト
も
入
居
可

能
な
オ
フ
ィ
ス
・
サ
ー

ビ
ス
系
施
設
も
備
え
、

外
資
系
ホ
テ
ル
は
マ
リ

オ
ッ
ト
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
が
展
開
す
る

ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
ド
「
シ
ェ

ラ
ト
ン
」
が
入
り
２
２
７

室
を
予
定
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
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